
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
価
値
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

要
望
活
動
を
行
う
協
議
会
の
取
り
組
み

京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

神
奈
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会︵
以

下
︑神
奈
川
県
Ｐ
︶で
は
︑役
員
と
理

事
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
の
一
つ

で
あ
る
環
境
委
員
会
の
研
究
活
動

と
し
て
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
へ

の
意
見
・
要
望
書
を
提
出
し
︑得
た

回
答
を
会
員
に
向
け
て
広
く
発
信

し
て
い
ま
す
︒

　

意
見・要
望
の
内
容
は
年
に
１
回

各
市
町
村
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
各

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ︵
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
︶へ
募

集
し
ま
す
︒集
ま
っ
た
会
員
の
皆
さ

ん
の
声
を
環
境
委
員
会
内
で
集
約

し
意
見
・
要
望
書
を
作
成
し
ま
す
︒

完
成
し
た
意
見・要
望
書
は
県
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
の
協
力
で
提

出
し
︑そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
・

要
望
内
容
に
応
じ
た
担
当
課
か
ら

の
回
答
を
集
約
し
て
い
た
だ
き
︑神

奈
川
県
Ｐ
へ
回
答
さ
れ
る
と
い
う

手
順
で
進
み
ま
す
︒

　

年
に
１
回
で
す
が
︑保
護
者
と
子

供
た
ち
の
意
見
や
要
望
を
直
接
︑

　

京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
は
︑京
都

市
を
除
く
府
内
全
域
に
お
い
て
活
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
︒さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
通
じ
て
︑Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
わ
る
全

て
の
方
を
支
え
︑子
供
た
ち
の
健
全
育

成
や
保
護
者
と
し
て
の
生
涯
学
習
︑さ

ら
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
価
値
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒

2
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式

会
社 

京
都
本
部
と
の
連
携
協
定　

令
和
７
年
２
月
27
日
、東
京
海
上
日

動
火
災
保
険
株
式
会
社 

京
都
本
部

と
、「
子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
に

関
す
る
連
携
協
定
」を
締
結
い
た
し

ま
し
た
。

■
協
定
の
目
的

　

京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
が
持
つ

「
子
供
た
ち
と
子
育
て
世
代
」の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、東
京
海
上
日

動
が
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見
を

連
携
さ
せ
、緊
密
な
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を

実
施
す
る
こ
と
で
、子
供
た
ち
の

健
全
な
育
成
と
成
長
を
推
進
し
、

社
会
教
育
活
動
を
通
じ
て
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

■
取
組
内
容（
今
後
、双
方
で
協
議

の
上
、決
定
・
実
施
）

・
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
関

す
る
こ
と

　
広
報
委
員
会
で
は
、
全
国
か
ら
協
議
会
が
参
加
し
、
各
協
議
会
で
の
活
動
情
報
や
知
見
が
集
結
す

る
た
め
、
み
ん
な
で
共
に
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
く
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
協
議
会
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
京
都

府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
神
奈
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
活
動
事
例
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
京
都
府
教
育
委
員
会
と
の
連
携

　

当
協
議
会
で
は
、京
都
府
教
育
委

員
会
と
年
に
一
度
、教
育
懇
談
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、丹
後
・

中
丹
・
南
丹
・
乙
訓
・
山
城
の
各
教
育

局
を
訪
問
し
、教
育
局
管
内
の
状
況

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、各
郡
市

連
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
を

取
り
、必
要
に
応
じ
て
要
望
等
を
提

出
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
に
お
い
て
は
、特
段
の
要

望
提
出
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、引
き
続
き
教
育
委
員
会
と
連

携
し
、常
に
情
報
交
換
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、京
都
府
教
育
委
員
会
と

共
催
で「
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
中
央
研

修
会
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。本

研
修
会
は
、幼
稚
園
か
ら
高
校
に

お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
担
う
方
々

を
対
象
に
、講
演
会
や
事
例
発
表

等
を
通
じ
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
更

な
る
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

例
年
、国
立
京
都
国
際
会
館
に

て
開
催
し
て
お
り
、国
際
的
な
会

議
の
場
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
を
行
う
機

会
と
し
て
、多
く
の
参
加
者
に

と
っ
て
学
び
の
深
い
場
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は「
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

〜
つ
む
ぎ
た
い
想
い　

つ
な
げ
た

い
輪
〜
」を
テ
ー
マ
に
、左
記
の
内

容
を
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
よ
る
子
供
の
健

全
育
成

・
家
庭
、学
校
、地
域
を
つ
な
ぐ
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
在
り
方

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

組
織
運
営
の
あ
り
方

特
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、会
場
全
体
が
一
体
と
な
り
、

有
意
義
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

神
奈
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

神
奈
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
保
護
者
の
育
児
に
関
す
る
知
識

向
上
に
関
す
る
こ
と

・
協
定
の
目
的
達
成
に
資
す
る
情

報
発
信
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
、目
的
達
成
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
事
項
に
関
す
る
こ
と

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
民
間
企
業
と
の

連
携
協
定
は
、全
国
的
に
も
例
が

少
な
い
取
り
組
み
で
あ
り
、今
後

は
全
国
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る

べ
く
、積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。本
協
定
は
保
険
業
務
の
枠

を
超
え
、未
来
を
担
う
子
供
た
ち

の
育
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
郡
市
連

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、更
な
る
発
展

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

は
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
、会
員
の
皆
さ
ま
が「
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
」と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
へ
届
け
ら
れ
る
貴

重
な
機
会
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
︑

私
た
ち
の
大
切
な
活
動
の
一
つ
と

し
て
い
ま
す
︒

　

令
和
６
年
度
の
神
奈
川
県
教
育

委
員
会
へ
の
意
見
・
要
望
の
内
容

と
回
答
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
読
み

く
だ
さ
い
。

http://www.pta-kanagawa.com

■
小
中
を
見
通
し
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
確
立

 　

現
在
の
小
学
校
で
は
、通
級
指

導
教
室
が
設
置
さ
れ
、児
童
の
サ

ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、中
学
校
に
は
通
級
指
導
教
室

の
設
置
が
無
い
た
め
、入
学
後
に

困
り
感
を
も
つ
生
徒
が
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、小
中
共
通
で

不
登
校
生
徒
が
学
べ
る
放
課
後
の

施
設
は
少
な
い
の
も
現
状
で
す
。

（
地
域
の
方
々
の
厚
意
で
い
く
つ

か
の
教
室
が
開
室
さ
れ
て
い
る

が
、受
け
入
れ
に
は
限
界
が
あ
る
）

　

さ
ら
に
、神
奈
川
県
立
の
高
等

学
校
に
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

実
践
校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、現

在
18
校
と
増
え
て
は
い
る
も
の
の
、

移
住
地
に
よ
り
選
択
が
難
し
い
場

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、小
中
高

と
そ
れ
ぞ
れ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
独

立
し
た
現
在
の
体
制
を
見
直
し
、

途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
子
供
の
将

来
を
見
通
し
た
支
援
体
制
の
確
立

を
要
望
し
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
た
児
童
・
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
学

校
教
育
の
根
幹
に
据
え
た
支
援
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

公
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、す

べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
自
立
と
社

会
参
加
に
向
け
、個
々
の
特
性
や

能
力
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、県
教
育
委
員
会
で
は
、支

援
が
必
要
な
子
供
一
人
ひ
と
り

に
、成
長
の
過
程
を
た
ど
る
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
支
援（
タ

テ
の
つ
な
が
り
軸
）と
、教
育
、保

健
、医
療
、福
祉
、労
働
等
の
諸
機

関
の
連
携（
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
軸
）

に
よ
る
支
援
と
い
う
タ
テ
・
ヨ
コ

の
２
つ
の
軸
で
整
理
し
た
、「
支
援

シ
ー
ト
」を
連
携
の
ツ
ー
ル
と
し

て
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、市
町
村
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、就
学
前
か
ら
卒
業
後

に
わ
た
り
、切
れ
目
な
い
子
供
の

学
び
と
成
長
を
つ
な
ぐ
た
め
に

「
支
援
シ
ー
ト
」を
活
用
し
、関
係

機
関
と
連
携
し
た
円
滑
な
情
報
の

共
有
、引
継
ぎ
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

京都府ＰＴＡ指導者中央研修会の様子京都府ＰＴＡ指導者中央研修会の様子

パネルディスカッションの様子パネルディスカッションの様子

連携協定締結式連携協定締結式

神奈川県教育委員会教育長へ意見・要望書の提出神奈川県教育委員会教育長へ意見・要望書の提出

回  

答

○広報委員会からの
報告

○京都府ＰＴＡ協議
会と神奈川県ＰＴＡ
協議会の取り組み

○開催予告：全国研
究大会石川大会

○奈良大会実行委員
会発足のお知らせ

1面

3面

2面

発 行 所
〒107-0052
東京都港区赤坂7丁目
5番38号
公益社団法人
日本PTA全国協議会
発行人　太田　敬介
電話 03（5545）7151
FAX 03（5545）7152
ホームページアドレス
https://www.nippon-pta.or.jp/

　この二次
元コードを
スマートフォ
ンなどで読

み取っていただきます
と、日本PTA全国協
議会のホームページに
アクセスできます。

企画編集協力
日本教育新聞社

　
本
会
は
、教
育
を
本
旨
と
し
、特
定
の
政
党
や
宗
教
に
偏
る
こ
と
な

く
、小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
、わ
が

国
に
お
け
る
社
会
教
育
お
よ
び
家
庭
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、家
庭
、学
校
、地
域
の
連
携
を
深
め
、児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
と

福
祉
の
増
進
を
図
り
、も
っ
て
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
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石川県立音楽堂コンサートホールをメイン会場とし、１日目の分科会会場をサテ
ライト会場としてインターネット回線でつなぎ、オンライン開催といたします。

大会スローガン

第73回 日本ＰＴＡ全国研究大会
第81回 日本ＰＴＡ東海北陸ブロック研究大会

令和７年
8月22日（金）・23日（土）

　令和６年能登半島地震とその後の豪雨災害に際しまして、全国のみなさまからお寄せいただきました励ましの声や多くの支
援金に改めて御礼申し上げます。石川県ＰＴＡ連合会では、みなさまからの励ましを力に変えて、全国研究大会開催に向けて、
準備を進めております。
　参加者のみなさまとともに学びを深め、改めて「ＰＴＡ」の意義を再確認し、これからのＰＴＡ活動の視点やヒントを見い出
すことができるような大会にしたいと考えております。
　今回の石川大会は、分科会開催の各市にお泊まりいただいて、石川県の多様な魅力をみなさまにより深く知っていただきた
いという思いから、石川県内６市で開催し、分科会会場が翌日の全体会のサテライト会場となる設定といたしました。

開催予告

石川大会
「サステナブルな未来づくりのために」
～ 創造と協働を 石川から ～
みなさまのご来県をお待ちしております。

　

金
沢
市
で
は
、兼
六
園
近
く
の
金

沢
歌
劇
座
、金
沢
駅
前
の
石
川
県
立

音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
・
邦
楽

ホ
ー
ル
の
３
つ
が
会
場
と
な
り
ま

す
。そ
の
う
ち
、石
川
県
立
音
楽
堂

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
全
体
会
の

メ
イ
ン
会
場
と
な
り
、他
の
７
つ
の

会
場
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で

結
び
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
い
た
し

ま
す
。

　

分
科
会
の
構
成
は
、子
供
と
の
付

き
合
い
方
を
問
い
直
す
家
庭
教
育

分
科
会
、子
供
の
豊
か
な
学
び
の
あ

り
方
を
見
つ
め
る
学
校
教
育
分
科

会
。防
災
を
テ
ー
マ
と
す
る
２
つ
の

分
科
会
は
切
り
口
を
変
え
て
の
内

容
で
す
。ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
を
正
面

か
ら
取
り
上
げ
る
人
権
教
育
分
科

会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
け
る
広
報
の

魅
力
を
深
掘
り
す
る
広
報
活
動
分

科
会
、川
崎
大
会
か
ら
の
流
れ
を
受

け「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る
分
科

会
、そ
し
て
今
だ
か
ら
こ
そ
の
テ
ー

マ「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
構
築
す
る
た
め
に 

〜 

今
、改
め

て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義
を
問
う 

〜
」で
開
催
す
る
分
科
会
、ど
の
分

科
会
も
参
加
い
た
だ
く
み
な
さ
ま

の
興
味
・
関
心
事
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る

は
ず
で
す
。

　

ご
登
壇
い
た
だ
く
方
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
終
え
、分
科
会
の
進
行
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

復
旧
・
復
興
の
途
上
に
あ
り
、正

直
な
と
こ
ろ
思
う
よ
う
に
準
備
が

進
ん
で
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。み
な

さ
ま
の
ご
来
県
を
こ
こ
ろ
よ
り
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

■ 小松市（石川県小松市團十郎芸術劇場うらら）
第１分科会/家庭教育
　歌舞伎の町として知られています。歌舞伎十八番の内「勧進帳」の舞台「安宅の関」は小松市にあります。５月には「曳
山子供歌舞伎」が上演されます。また、世界的なメーカーＫＯＭＡＴＳＵも有名です。

■ 加賀市（加賀市文化会館）
第２分科会/学校教育
　九谷焼・山中漆器などの伝統工芸、日本遺産に登録されている北前船、日本のラムサール条約湿地である片野鴨池な
どが有名です。山代、山中、片山津の３つの温泉には多くの人が訪れます。

■ 七尾市（七尾市文化ホール）
第３分科会/地域連携
　里山里海の恵みあふれる七尾市。令和６年能登半島地震では大きな被害を受けました。開湯1,200年、全国的に有名な
和倉温泉もまた、復興の途上です。５月に行われる青柏祭では、高さ12m重さ20tの「でか山」が２年ぶりに巡行しました。

■ 白山市（白山市松任文化会館ピーノ）
第４分科会/人権教育
　標高2,702ｍの白山連峰から日本海まで広がる雄大な白山市。ユネスコ世界ジオパークに認定されています。多種多
様な自然に育まれ、多彩な文化も魅力です。

■ 金沢市（金沢歌劇座）
第５分科会/広報活動
　加賀百万石と呼ばれた城下町。「金沢城公園」、伝統的な庭園「兼六園」をはじめとした美しい景観と、現代アートの
「金沢21世紀美術館」がマッチする街は、外国からの観光客も多く訪れています。

■ 野々市市（野々市市文化会館フォルテ）
第６分科会/今日的課題
　東洋経済新報社が毎年発表している「住みよさランキング」で毎年上位にランキングされる野々市市。市の人口も増
加の傾向にあります。市の花「椿」も魅力です。

■ 金沢市（石川県立音楽堂） 特別第１分科会/今日的課題（邦楽ホール） 特別第２分科会/今日的課題（コンサートホール）

分科会 今回、分科会を開催する各市の特徴と併せてご紹介いたします。
［８月22日(金)］13時30分～16時45分

全体会［８月23日(土)］9時～12時20分

お旅まつり

能登半島地震の爪痕

石川県立音楽堂コンサートホール石川県立音楽堂コンサートホール

小松市で開催される「お旅祭り」小松市で開催される「お旅祭り」

※第3分科会は14時30分～17時30分

片野鴨池

安宅の関

白山連峰

野々市市庁舎

兼六園

でか山
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　奈良大会の実行委員会は、広く募集をかけて集まった有志です。
　「子供たちの未来のために、今こそ自分たちが動くべきだ」――そんな熱い想いに共鳴し、現役ＰＴＡやＯＢ・ＯＧ
などに広く呼びかけたところ、世代や地域を超えて40名以上の仲間が集まりました。
　それぞれの経験や個性を持ち寄りながら、「自分ごと」として大会づくりに取り組んでいます。
　ＯＢの中には、近畿ブロック大会を経験した方もいますが、大半の委員は初めて経験する大会です。手探りの状態
から、「自分たちに何ができるか？」を考えながら、一歩一歩積み重ねています。
　情報のインプットだけで終わらず、情報を参加者で共有してアウトプットできる仕組みを模索中です。
　自分たちにできることを、楽しみながら大会を作り上げて行きます。
　この想いが、全国へ届きますように。

　

大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
建
国

の
地　

大
和
か
ら
の
発
信　

コ
ン

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
リ
テ
ィ
な「
わ
」〜
挑

戦
す
る
な
ら
今
シ
カ
な
い
〜
」。

　

本
大
会
は「
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア

リ
テ
ィ（
自
立
共
生
）」と
い
う
言

葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、多
様

性
を
尊
重
し
な
が
ら
共
に
支
え
合

い
、つ
な
が
り
を
深
め
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

理
想
を
、奈
良
か
ら
全
国
へ
発
信

す
る
大
会
と
な
り
ま
す
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の「
わ
」は
。「
共

育
の『
わ
』」「
共
創
の『
わ
』」「
共
感

の『
わ
』」と
い
う
３
つ
の
視
点
を

揚
げ
、「
和
」は
お
互
い
の
尊
重
、

「
輪
」は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

そ
し
て「
話
」は
対
話
と
共
感
の
大

切
さ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。ま
た

「
わ（
笑
・
我
・
羽
・
湧
・
環
）」の
よ
う

第
74
回
日
本
P
T
A
全
国
研
究
大
会

奈
良
大
会
実
行
委
員
会
発
足
の
お
知
ら
せ

実
行
委
員
会
の
特
徴

　

会
場
は
天
理
市
の

「
天
理
大
学
杣
之
内
第

一
体
育
館
」を
全
体
会

会
場
と
し
、分
科
会
は

橿
原
市
の「
ロ
マ
ン
ト

ピ
ア
ホ
ー
ル
」大
和
高

田
市
の「
さ
ざ
ん
か

　

本
大
会
の
実
行
委
員
会
は
、募

集
で
集
ま
っ
た
有
志
で
す
。前
向

き
な
姿
勢
の
委
員
が
多
く
、様
々

な
意
見
が
出
て
く
る
特
徴
が
あ
り

ま
す
。ス
ロ
ー
ガ
ン
や
キ
ー
ワ
ー

ド
を
決
め
る
際
も
、次
々
と
意
見

が
飛
び
出
し
、イ
メ
ー
ジ
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
チ
ラ
シ
も
、実
行
委

員
会
で
飛
び
出
し
た「
み
ん
な
の

想
い
」を
形
に
し
て
い
ま
す
。建
国

の
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン

と
、コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
リ
テ
ィ
な

「
わ
」を
、８
つ
の
分
科
会
会
場
に

合
わ
せ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
色
と

様
々
な「
わ
」の
文
字
で
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

奈
良
ら
し
さ
を
演
出
す
る
た
め

に
、背
景
に
天
平
模
様
を
用
い
て

古
都
奈
良
を
強
調
。伝
統
を
重
ん

じ
な
が
ら
も
、新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
も
追
求
す
る
。そ
ん
な
実
行
委

員
会
の
想
い
を
形
に
し
た
チ
ラ
シ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
Ｐ
Ｒ
動
画
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、想
い
を
届
け
て
い

く
予
定
で
す
。「
建
国
の
地　

大
和

か
ら
の
発
信
」を
、お
楽
し
み
に
。

　
「
今
、子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
、私
た
ち
大
人
が
で
き
る
こ
と

は
何
か
」。そ
ん
な
問
い
を
胸
に
、

奈
良
大
会
の
準
備
が
動
き
出
し
ま

し
た
。

　

子
供
た
ち
の
未
来
を
、本
気
で

守
り
た
い
。

今
こ
そ
、私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
丸

と
な
っ
て
動
き
出
す
と
き
で
す
。

　

歴
史
の
風
が
吹
く
奈
良
の
地
か

ら
、全
国
へ
―
―

　

多
様
性
を
認
め
合
い
、支
え
合

い
、響
き
合
う「
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア

に
、日
本
の
文
化
的
価
値
観
を
表

す
文
字
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、「
わ
」は
、

共
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
大
会
で
は
、大
人
自
身
が
成

長
と
喜
び
を
、実
感
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。子
供
た
ち
の
未

来
を
支
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
義
を
共

に
再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ホ
ー
ル
」生
駒
市
の「
た
け
ま
る

ホ
ー
ル
」な
ど
、奈
良
県
内
各
所
で

開
催
予
定
で
す
。

　

開
催
日
は
２
０
２
６
年
８
月
21

日（
分
科
会
）・
22
日（
全
体
会
）の

２
日
間
で
、学
校
教
育
・
家
庭
教

育
・
地
域
連
携
・
広
報
活
動
な
ど
の

多
彩
な
分
科
会
を
通
じ
て
、実
践

や
課
題
を
共
有
す
る
機
会
が
用
意

さ
れ
ま
す
。

　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
担
当
や
文
部
科
学

省
協
力
に
よ
る
特
別
分
科
会
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、湧
・
輪
・
羽
・
笑
・

話
・
倭
・
環
・
和
と
い
う
本
大
会

キ
ー
ワ
ー
ド
の「
わ
」を
掲
げ
た
分

科
会
会
場
は
、全
部
で
８
カ
所
に

な
り
ま
す
。

　

ど
の
会
場
が
い
い
か
選
び
き
れ

な
い
と
い
う
方
は
、今
後
、大
会
の

最
新
情
報
が
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

な
ど
で
順
次
公
開
予
定
で
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。会
場
決

め
の
一
助
に
な
る
と
幸
い
で
す
。

リ
テ
ィ
な『
わ
』」を
届
け
た
い
。

　

分
科
会
も
全
体
会
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の「
わ
」を
探

り
、内
容
を
練
り
上
げ
て
い
る

真
っ
最
中
！

　

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、新
し
い
挑

戦
を
続
け
な
が
ら
、「
今
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
大
会
」を
目
指
し
ま
す
。

　

橿
原
市
に
あ
る
、橿
原
神
宮
は

「
日
本
建
国
の
地
」と
さ
れ
、神
武

天
皇
を
祀
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、桜

井
市
に
あ
る
大
神
神
社
は「
日
本

最
古
の
神
社
」と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

他
に
も
有
名
な
奈
良
の
大
仏

や
、平
城
京
跡
、法
隆
寺
な
ど
の
歴

史
的
建
造
物
。ま
た
飛
鳥
や
吉
野

な
ど
、自
然
豊
か
な
場
所
も
見
所

の
ひ
と
つ
で
す
。奈
良
は
歴
史
溢

れ
る
日
本
始
ま
り
の
地
。

　

万
葉
の
息
吹
感
じ
る
こ
の
地

で
、心
も
身
体
も
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

る
よ
う
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

古
都
奈
良
に
触
れ
、心
を
整
え
、

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
挑
戦
す
る
な
ら
今
シ
カ
な
い
！
」

　

胸
を
張
っ
て
、未
来
へ
踏
み
出

す
そ
の
一
歩
を
、こ
こ
奈
良
か
ら
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。―
―
い
ざ
奈
良
へ
！！

８
つ
の
分
科
会
会
場

み
ん
な
の
想
い
を
形
に

い
ざ
奈
良
へ
！！
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